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城
じ
ょ
う

西さ
い

寺じ

跡あ
と　
　
　

面
積　

六
九
・
〇
㎡

指　

定　

平
成
九
年
五
月
十
三
日

所
在
地　

い
わ
き
市
好
間
町
下
好
間
字
大
館

所
有
者　

下
好
間
区

江
戸
時
代

城
西
寺
は
、
鎌
倉
時
代
の
弘
安
三
年（
一
二
八
〇
）、
時
宗
の
開
祖
で
あ

る
一
遍
上
人
の
開
基
と
伝
え
ら
れ
る
。
一
遍
上
人
は
十
六
年
に
わ
た
り
全

国
を
遊
行
し
た
が
、
東
北
地
方
へ
は
白
河
を
経
由
し
て
祖
父
の
墓
の
あ
る

江
剌
へ
赴
き
、
帰
路
、
当
地
を
通
っ
て
常
陸
へ
む
か
う
途
次
、
上
人
に
帰

依
し
て
出
家
し
た
某
氏
が
一
寺
を
建
立
し
て
上
人
を
開
基
と
し
、
自
ら
は

上
人
の
命
に
よ
り
二
世
と
な
っ
て
弥
阿
弥
を
名
乗
っ
た
と
い
う
。

城
西
寺
は
当
初
、
道
場
小
路（
現
在
の
道
匠
小
路
）に
あ
っ
た
が
、
江
戸
時

代
の
延
宝
六
年（
一
六
七
八
）、
そ
の
地
が
内
藤
家
の
家
臣
の
屋
敷
と
な
っ

た
た
め
、
現
在
地
に
移
転
し
た
。
そ
の
後
、
戊
辰
戦
争
に
よ
り
焼
失
し
た

が
、
再
建
さ
れ
ず
に
廃
寺
と
な
っ
た
。
現
在
で
は
、
二
〇
基
ほ
ど
墓
石
が

残
っ
て
お
り
、
う
ち
四
基
は
僧
の
も
の
で
あ
る
。「
當
寺
十
一
代
相
阿
寿

宣
和
尚
」、「
當
寺
十
三
代
覚
阿
快
岸
和
尚
」
等
が
読
み
取
れ
る
ほ
か
、「
正

徳
四
甲
午
歳　

一
房
栄
心
信
女　

四
月
十
五
日
本
宮
氏
」
と
あ
っ
て
当
時

の
檀だ
ん

越お
つ

関
係
を
知
る
手
が
か
り
と
な
る
。
江
戸
時
代
は
一
〇
石
の
朱
印
地

が
あ
り
、時
宗
の
最
高
位
で
あ
る
遊
行
上
人
が
当
地
に
廻
行
し
た
と
き
は
、

こ
こ
を
本
陣
と
し
て
賦ふ

算さ
ん（
お
札
を
配
る
こ
と
）を
行
っ
た
。
当
時
の
遊
行
上

人
は
大
名
並
み
の
待
遇
を
与
え
ら
れ
、
延
享
元
年（
一
七
四
四
）当
地
を
訪

れ
た
一
行
は
、
僧
侶
六
三
人
、
人
足
一
三
六
人
、
馬
七
〇
頭
の
大
集
団
で
、

一
〇
日
間
の
賦
算
で
三
六
、三
〇
〇
枚
の
お
札
を
配
っ
た
と
い
う
。

当
史
跡
に
は
、
地
元
の
人
が
薄う
す

墨ず
み

桜ざ
く
ら

と
呼
ん
で
い
る
桜
の
古
木
に
寄

り
そ
う
よ
う
に
墓
石
が
な
ら
ん
で
お
り
、
往
時
を
偲
ば
せ
る
。
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高た
か

月つ
き

館た
て

跡あ
と　
　
　

面
積　

一
三
、
八
二
三
・
八
九
㎡

指　

定　

平
成
九
年
五
月
十
三
日

所
在
地　

い
わ
き
市
平
字
高
月

所
有
者　

個
人

南
北
朝
時
代

高
月
館
跡
は
飯
野
平
に
あ
り
、
北
に
好
間
川
を
望
む
洪こ
う

積せ
き

段だ
ん

丘き
ゅ
う

上（
標

高
三
八
～
三
四
ｍ
）に
あ
り
、
周
囲
を
崖
に
囲
ま
れ
た
高
台
に
あ
る
。

こ
の
高
月
館
の
あ
る
段
丘
面
は
、
県
立
磐
城
高
等
学
校
の
敷
地
に
な
っ

て
い
る
。
こ
の
敷
地
の
北
東
に
空
堀
と
土
塁
に
囲
ま
れ
た
高
月
の
居き
ょ

館か
ん

が

あ
る
。
規
模
は
東
西
一
二
〇
ｍ
、
南
北
一
一
〇
ｍ
の
楕
円
形
に
近
い
形
で

面
積
が
広
い
。
土
塁
は
東
側
北
寄
り
を
入
り
口
と
し
て
、
こ
の
居
館
を
取

り
囲
ん
で
お
り
、そ
の
延
長
は
約
二
一
七
ｍ
で
、東
側
と
南
側
は
高
さ
五
・

四
ｍ
あ
り
、
上
幅
は
七
ｍ
で
あ
る
。
西
側
は
高
さ
四
・
七
ｍ
か
ら
二
・
四

ｍ
程
度
に
な
り
、
上
幅
も
一
〇
ｍ
か
ら
四
ｍ
と
狭
く
な
る
。
北
側
は
高
さ

一
・
五
ｍ
、
上
幅
一
ｍ
と
な
り
、
そ
の
谷
側
が
急
崖
に
な
る
。

空
堀
り
は
土
塁
の
南
側
に
九
〇
ｍ
、
西
側
に
も
九
〇
ｍ
あ
る
。
土
塁
を

積
み
上
げ
る
た
め
の
土
砂
を
掘
り
取
っ
た
跡
で
あ
る
。
空
堀
の
深
さ（
土

塁
の
上
端
か
ら
）は
約
八
ｍ
で
上
端
は
約
一
五
ｍ
、
下
幅
五
・
三
ｍ
～
二
ｍ

で
あ
る
。

磐
城
高
校
の
敷
地
を
含
め
て
高
月
館
の
縄
張
り
で
、
東
側
の
胡
摩
沢
の

谷
と
、
南
側
の
風
呂
ノ
沢
の
自
然
地
形
を
巧
み
に
利
用
し
た
中
世
の
城
館

跡
で
あ
る
。

鎌
倉
幕
府
の
御
家
人
で
好
島
西
庄
の
預
あ
ず
か
り

所ど
こ
ろ

職し
き

で
あ
っ
た
伊
賀
氏
が
、

鎌
倉
幕
府
滅
亡
後
土
着
し
て
、
南
北
朝
の
動
乱
期
に
は
武
将
と
し
て
活
躍

し
た
拠
点
と
考
え
ら
れ
る
。
応
永
年
間（
十
四
世
紀
末
）に
は
、
伊
賀
を
飯

野
に
改
め
、
代
々
飯
野
八
幡
宮
の
宮
司
職
と
し
て
、
こ
こ
を
居
館
と
し
て

き
た
。
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磐い
わ

城き

平た
い
ら

城じ
ょ
う

跡あ
と

塗ぬ

師し

櫓や
ぐ
ら

石い
し

垣が
き

指　

定　

平
成
十
三
年
四
月
二
十
七
日

所
在
地　

い
わ
き
市
平
字
旧
城
跡

所
有
者　

個
人

江
戸
時
代
・
慶
長
七
年（
一
六
〇
二
）
～
元
和
八
年（
一
六
二
二
）

西
側
面　

長
さ　

一
三
・
四
ｍ
、
高
さ　

一
・
二
ｍ

北
側
面　

長
さ　

一
三
・
一
ｍ
、
高
さ　

三
・
七
ｍ

磐
城
平
城
は
、
徳
川
家
康
の
家
臣
鳥
居
忠
政
が
、
慶
長
七
年（
一
六
〇
二
）

に
一
〇
万
石
を
拝
領
し
て
磐
城
に
入
封
し
、
築
城
し
た
も
の
で
あ
る
。

阿
武
隈
丘
陵
か
ら
東
へ
の
び
た
台
地
東
端
部
の
急
崖
に
恵
ま
れ
た
自
然

地
形
を
巧
み
に
利
用
し
て
占
地
す
る
。
石
垣
は
本
丸
の
主
要
部
周
辺
に
限

り
施
さ
れ
て
い
る
。
城
の
古
絵
図（
平
城
下
絵
図
・
市
指
定
）に
は
、
西
か
ら

本
丸
に
通
ず
る
六
間
門
・
大
手
門
升
形
・
石い
し

火び

矢や

台だ
い

・
中
門
、
北
か
ら
の

櫛く
し

形が
た

門も
ん

升ま
す

形が
た

・
塗
師
櫓
・
隅す
み

図ず

櫓や
ぐ
ら

な
ど
に
石
垣
が
描
か
れ
、
当
時
の
本

丸
を
と
り
か
こ
む
施
設
に
石
垣
が
設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

塗
師
櫓
跡
の
石
垣
は
、
北
か
ら
本
丸
に
入
る
櫛
形
門
升
形
に
取
り
付
く

北
東
角
に
築
か
れ
た
石
垣
で
、築
造
当
時
の
状
態
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

す
べ
て
自
然
石
で
野
面
の
大
き
さ
を
そ
ろ
え
、
横
目
地
を
通
す
こ
と
を

意
識
し
な
が
ら
、
隙
間
に
間
詰
を
多
く
入
れ
た
布
積
崩
し
の
新し
ん

穴あ
の

太う

積づ
み

様よ
う

式し
き

で
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
角
隅
に
切
石
の
算
木
積
み
が
未

発
達
な
と
こ
ろ
か
ら
元
和
期
の
構
築
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

磐
城
平
城
は
明
治
五
年（
一
八
七
二
）に
、
磐
前
県
よ
り
民
間
に
払
い
下

げ
ら
れ
た
。
塗
師
櫓
跡
の
石
垣
は
往
時
を
物
語
る
遺
構
と
し
て
、
ま
た
磐

城
平
城
の
構
築
年
代
と
、
石
垣
積
み
の
技
能
者
集
団
で
あ
る
穴
太
衆
の
存

在
を
知
る
上
で
極
め
て
貴
重
で
あ
る
。
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上か

遠と
お

野の

城じ
ょ
う

跡あ
と　
　
　

七
、
二
五
〇
㎡

指　

定　

平
成
十
五
年
四
月
二
十
五
日

所
在
地　

い
わ
き
市
遠
野
町
上
遠
野
字
堀
切

い
わ
き
市
遠
野
町
深
山
田
字
大
山
沢

所
有
者　

個
人

上
遠
野
城
跡
は
、
八
潮
見
城
と
も
称
呼
さ
れ
て
お
り
、
阿
武
隈
山
麓
東

縁
の
三
体
明
神
山
か
ら
南
走
し
、
沖
積
地
に
突
き
出
す
枝
丘
陵
の
先
端
部

に
位
置
し
て
い
る
。
標
高
は
約
一
五
○
～
二
三
○
ｍ
、
主
郭
部
付
近
は
約

二
二
○
ｍ
を
測
る
。
本
丘
陵
裾
部
を
蛇
行
し
な
が
ら
東
・
南
側
を
走
る
上

遠
野
川
と
西
側
を
走
る
根
本
川
が
丘
陵
南
西
端
で
合
流
し
て
お
り
、
上
遠

野
城
の
外
堀
の
機
能
を
有
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

上
遠
野
城
跡
は
、
長
軸
二
七
ｍ
、
短
軸
二
〇
ｍ
で
東
・
北
側
を
土
塁

が
囲
む
主
郭（
居
館
）と
考
え
ら
れ
る
曲
輪
を
は
じ
め
と
す
る
約
二
百
の
曲

輪
、
尾
根
に
直
交
し
掘
り
込
ま
れ
た
数
十
箇
所
の
堀
切
、
各
曲
輪
の
連
携

を
遮
断
す
る
た
め
に
等
高
線
に
直
交
す
る
よ
う
に
斜
面
部
な
ど
を
掘
り
込

ん
だ
竪
堀
、
主
郭
部
周
辺
で
確
認
で
き
た
土
塁
、
幼
児
頭
か
ら
人
頭
大
の

礫
を
野
面
積
み
に
し
た
石
垣
、
主
郭
部
の
郭
周
辺
や
主
郭
に
通
じ
る
東
側

尾
根
に
数
多
く
認
め
ら
れ
る
小
口
、
主
郭
部
西
側
曲
輪
で
三
箇
所
程
確
認

で
き
た
井
戸
跡
と
考
え
ら
れ
る
水
ノ
手
、
物
見
台
や
狼
煙
台
な
ど
と
し
て

の
役
割
を
担
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
櫓
、
こ
の
ほ
か
、
道
跡
や
門

跡
、
橋
跡
な
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

国
人
領
主
か
ら
岩
城
氏
の
有
力
家
臣
と
な
っ
た
上
遠
野
氏
の
居
城
で
、

慶
長
七
年（
一
六
○
二
）、
徳
川
幕
府
の
領
地
没
収
に
よ
る
岩
城
氏
の
没
落

に
伴
い
、
ま
も
な
く
廃
城
と
な
っ
た
城
跡
で
あ
る
。
上
遠
野
氏
は
、
鎌
倉

時
代
以
降
菊
多
荘
の
総
地
頭
職
で
あ
っ
た
下
野
の
小
山
氏
の
流
れ
を
組

み
、
永
和
五
年（
一
三
七
九
）、
上
遠
野
郷
を
上
遠
野
兵
庫
介
に
賜
っ
た
と

い
う
文
書
が
、
上
遠
野
氏
の
初
見
で
あ
る
。

市
内
の
中
世
城
館
跡
の
中
で
、
保
存
状
態
が
良
好
で
防
御
施
設
と
そ
の

普
請
状
況
や
工
夫
が
極
め
て
よ
く
観
察
で
き
る
城
館
跡
で
あ
る
。
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腰こ
し

巻ま
き

横よ
こ

穴あ
な

墓ぼ

群ぐ
ん

Ａ
十
八
号ご
う

横よ
こ

穴あ
な

墓ぼ　
　
　

一
基

指　

定　

平
成
十
七
年
九
月
三
十
日

所
在
地　

い
わ
き
市
平
神
谷
作
字
腰
巻

所
有
者　

個
人

六
世
紀
後
半

腰
巻
横
穴
墓
群
は
、
滑
津
川
河
口
か
ら
南
西
方
約
一
㎞
の
丘
陵
先
端
部

に
位
置
し
、
沼
ノ
作
溜
池
を
取
り
囲
む
凝
灰
質
砂
岩
の
急
崖
面
に
構
築
さ

れ
た
六
世
紀
後
半
か
ら
七
世
紀
代
の
横
穴
墓
群
で
あ
る
。  

同
一
丘
陵
の
東
側
に
は
八
幡
横
穴（
市
指
定
）、
そ
し
て
、
南
東
側
の
浜

堤
上
に
は
神
谷
作
一
○
一
号
墳（
出
土
し
た
男
子
胡
坐
像
を
は
じ
め
と
す
る
埴

輪
群
は
国
指
定
）、
白
穴
横
穴
墓
群（
古
式
双
龍
環
頭
太
刀
出
土
）な
ど
が
隣
接

し
て
お
り
、
い
わ
き
市
を
代
表
す
る
古
墳
が
群
集
す
る
地
域
で
あ
る
。

平
成
十
六
年
五
月
、彩
色
の
あ
る
横
穴
が
偶
然
発
見
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

横
穴
群
の
全
体
を
把
握
す
る
こ
と
と
彩
色
の
あ
る
横
穴
の
測
量
を
目
的
と

し
た
確
認
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。

調
査
の
結
果
、
四
群
か
ら
百
七
基
の
横
穴
が
確
認
さ
れ
、
市
内
で
現
存

す
る
最
大
級
の
横
穴
墓
群
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
彩
色
の
あ
る
Ａ
十

八
号
横
穴
墓
は
、
Ａ
群
西
側
の
東
方
下
端
に
構
穿
さ
れ
て
い
る
。
玄
門
部

入
口
か
ら
玄
室
奥
ま
で
一
九
三
㎝
、
玄
室
は
長
さ
一
七
○
㎝
、
幅
二
五
三

㎝
、
高
さ
一
○
○
㎝
で
横
長
方
形
の
平
・
断
面
プ
ラ
ン
、
天
井
は
ほ
ぼ
ア

ー
チ
形
を
呈
し
て
い
る
。
ベ
ン
ガ
ラ
に
よ
る
赤
色
の
彩
色
は
、
奥
壁
と
両

側
壁
の
ほ
ぼ
中
央
部
ま
で
の
床
面
五
～
一
○
㎝
上
部
に
幅
二
五
～
三
五
㎝

で
帯
状
に
、
ま
た
、
奥
壁
上
端
部
に
も
径
約
五
㎝
の
珠
文
が
認
め
ら
れ
る
。

い
ず
れ
も
無
地
の
平
塗
り
で
あ
る
。
壁
面
は
崩
落
が
激
し
く
、
全
面
に
彩

色
さ
れ
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

市
内
で
は
、
国
史
跡
・
中
田
横
穴
の
三
角
文
、
餓
鬼
堂
横
穴
墓
群
の
全

面
平
塗
り
、
さ
ら
に
百
個
以
上
の
珠
文
な
ど
、
三
基
の
彩
色
の
あ
る
横
穴

が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
腰
巻
横
穴
墓
群
の
帯
状
文
及
び
横
長
方
形
の
玄

室
形
態
は
、
三
基
の
横
穴
と
は
異
な
る
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
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久く

保ぼ

磨ま

崖が
い

仏ぶ
つ　
　
　

八
七
一
㎡

指　

定　

平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
七
日

所
在
地　

い
わ
き
市
鹿
島
町
久
保
字
相
京
作

所
有
者　

金
光
寺

鎌
倉
時
代
か

鹿
島
街
道
に
突
き
出
す
丘
陵
の
南
東
側
斜
面
に
位
置
し
、
凝
灰
質
砂
岩

の
崖
面
を
龕
形
に
彫
り
窪
め
た
中
に
、
如
来
形
坐
像
を
半
肉
彫
り
に
彫
り

出
し
て
お
り
、
現
状
で
四
体
確
認
さ
れ
て
い
る

（
一
）　

像
高
一
一
四
㎝
。
衲
衣
は
両
肩
を
覆
っ
て
い
る
よ
う
で
、
両
手

屈
臂
し
て
坐
す
。

（
二
）  

像
高
一
三
四
・
五
㎝
。
両
手
屈
臂
し
て
膝
上
に
お
き
、
弥
陀
の

定
印
の
よ
う
な
印
を
結
ん
で
結
跏
趺
坐
す
る
。
如
来
形
坐
像
の
右

耳
の
耳
輪
が
僅
か
に
残
る
。
岩
壁
よ
り
削
り
取
ら
れ
、
別
の
場
所

に
移
さ
れ
て
い
る
。

（
三
）　

像
高
一
二
○
㎝
。
磨
滅
な
ど
が
激
し
く
形
状
不
明
。
岩
壁
よ
り

削
り
取
ら
れ
、
別
の
場
所
に
移
さ
れ
て
い
る
。

（
四
）  

像
高
八
一
・
五
㎝
。
衲
衣
を
つ
け
て
坐
す
。
龕
入
口
上
方
左
右

に
は
円
形
の
穴
が
そ
れ
ぞ
れ
に
ひ
と
つ
あ
る
。
も
と
覆
屋
が
設
け

ら
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
磨
滅
に
よ
り
半
肉
彫
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
当
初
は

厚
く
彫
り
出
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
大
き
さ
も
充
分
に
あ
り
、

肩
張
り
も
あ
り
堂
々
と
し
た
体
軀
が
覗
え
る
。
首
も
太
く
、（
二
）に
残
る

右
耳
の
耳
輪
も
太
く
力
強
さ
も
見
ら
れ
る
。

い
わ
き
市
内
に
お
け
る
磨
崖
仏
の
類
例
は
少
な
く
、
破
損
が
激
し
い
と

は
い
え
、
大
き
さ
、
技
法
、
さ
ら
に
堂
々
と
し
た
体
軀
も
小
名
浜
の
住
吉

磨
崖
仏
に
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
造
立
年
代
の
上
限
は
鎌
倉
時
代
に
遡

る
か
も
し
れ
な
い
。
市
内
で
は
時
代
的
に
も
古
く
、
何
と
か
当
初
の
規
模

も
保
た
れ
て
い
る
磨
崖
仏
で
あ
り
、
貴
重
で
あ
る
。
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岩い
わ

城き

家け

墓ぼ

所し
ょ　
　
　

約
一
五
・
八
㎡

指　

定　

平
成
二
十
六
年
五
月
一
日

所
在
地　

い
わ
き
市
平
下
荒
川
字
諏
訪
下

所
有
者　

龍
門
寺

室
町
時
代

龍
門
寺
は
応
永
十
六
年（
一
四
〇
九
）に
開
創
さ
れ
た
い
わ
き
地
方
最
古

の
曹
洞
宗
寺
院
で
あ
る
が
、
そ
の
開
基
と
な
っ
た
岩
城
朝
義
以
後
、
子
孫

の
墓
所
で
あ
る
。
記
録
で
は
岩
城
朝
義
は
応
永
十
四
年（
一
四
〇
七
）に
死

去
し
て
い
る
か
ら
、
子
の
岩
城
常
朝
が
父
を
開
基
と
し
て
現
在
地
に
龍
門

寺
を
建
立
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
墓
所
は
歴
代
住
職
の
墓
域
の
一
角
に

あ
り
、
後
世
こ
の
地
に
、
切
り
石
を
基
礎
に
置
き
、
ま
と
め
ら
れ
た
も
の

ら
し
く
、
当
初
の
完
全
な
姿
を
残
す
墓
石
は
な
い
。

墓
所
に
は
宝
篋
印
塔
が
七
基
、
五
輪
塔
が
一
基
、
無
縫
塔
ま
た
は
卵
塔

一
基
、
光
背
を
も
っ
た
仏
像
と
も
思
え
る
墓
標
一
基
、
全
体
像
が
全
く
不

明
の
二
個
の
礫
片
か
ら
な
る
一
基
の
計
十
一
基
が
横
一
列
に
並
ん
で
い

る
。
墓
石
の
材
質
は
、
一
部
に
砂
岩
、
花
崗
岩
が
み
ら
れ
る
が
大
部
分
は

石
灰
色
の
凝
灰
岩
と
思
わ
れ
、
い
ず
れ
も
風
化
が
進
ん
で
い
る
。
最
も
大

き
な
宝
篋
印
塔（
全
高
一
一
三
㎝
）の
塔
身
に
は
、
正
面
・
裏
面
に
人
型
の

よ
う
な
浮
彫
り
、
右
側
面
に
「
卍
」
の
浮
き
彫
り
、
左
側
面
に
「
應
永

十
四
丁
亥
年　

重
祐
禅
勝
大
居
士
十
一
月
八
日
」が
彫
ら
れ
て
い
る
。（
龍

門
寺
に
は
「
当
寺
開
基
龍
門
寺
殿
重
祐
禅
勝
大
居
士
」
の
位
牌
が
残
さ
れ
て
い
る
）

ま
た
宝
篋
印
塔
二
基
に
は
四
面
と
も
格
子
状
の
浮
き
彫
り
が
あ
り
、
う
ち

一
基
に
は「
鷹
山
俊
」「
公
大
□
□
」「
三
十
二
□
□
」な
ど
の
線
刻
が
あ
り
、

天
文
十
一
年（
一
五
四
二
）に
死
去
し
た
岩
城
由
隆
の
法
名
が
「
鷹
山
俊
公

大
庵
主
」
で
あ
る
か
ら
同
人
の
墓
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
以
外
の
墓
石
は
誰
の

も
の
か
比
定
で
き
ず
、
ま
た
様
式
も
異
な
る
も
の
が
混
じ
っ
て
お
り
、
墓

石
の
組
み
合
わ
せ
も
当
初
の
ま
ま
と
は
思
わ
れ
な
い
も
の
も
あ
る
が
、
宝

篋
印
塔
の
形
式
を
持
つ
室
町
時
代
の
墓
所
と
し
て
、
岩
城
家
の
足
跡
を
た

ど
る
上
で
極
め
て
貴
重
な
墓
所
で
あ
る
。
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白し
ら

水み
ず

阿あ

弥み

陀だ

堂ど
う

の
大お
お

イ
チ
ョ
ウ

指　

定　

昭
和
四
十
三
年
十
二
月
二
十
七
日

所
在
地　

い
わ
き
市
内
郷
白
水
町
広
畑

所
有
者　

願
成
寺

国
宝
白
水
阿
弥
陀
堂
の
境
内
に
、
大
き
な
イ
チ
ョ
ウ
が
あ
る
。
昭
和
四

十
七
年
以
来
、
境
域
復
元
工
事
が
進
め
ら
れ
、
建
造
物
保
護
の
た
め
に
脇

枝
と
梢
が
切
り
落
と
さ
れ
た
。
樹
高
約
二
九
ｍ
、
胸
高
幹
周
り
五
・
九
ｍ

の
大
木
で
、
高
さ
一
〇
ｍ
付
近
に
相
生
の
桜
と
サ
カ
キ
が
あ
っ
た
が
桜
は

枯
れ
て
し
ま
っ
た
。

古
木
に
な
る
と
枝
か
ら
乳
房
状
に
下
垂
す
る
気
根
が
出
る
が
、
本
樹
に

も
下
垂
し
た
気
根
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
切
断
し
た
跡
が
残
っ
て
い
る
が
多

く
は
な
い
。

イ
チ
ョ
ウ
は
生
長
が
早
く
、
土
地
を
選
ば
な
い
の
で
大
木
に
な
り
各
地

で
天
然
記
念
物
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
。
本
樹
も
市
内
で
は
大
木
に
属

す
る
。イ

チ
ョ
ウ（
イ
チ
ョ
ウ
科
）

落
葉
の
高
木
で
、
成
木
で
は
樹
高
四
五
ｍ
、
直
径
五
ｍ
に
な
る
。
樹
皮

は
灰
色
で
厚
く
縦
に
さ
け
る
。
枝
は
長
枝
と
短
枝
が
あ
っ
て
、
長
枝
は
互

生
す
る
が
、
短
枝
は
数
枝
が
叢
生
す
る
。
雌
雄
異
株
で
雌
株
の
花
に
は
二

個
の
裸
の
胚
珠
が
あ
り
、
雄
花
は
黄
色
の
穂
状
に
な
る
。
花
粉
は
遠
く
ま

で
飛
ぶ
。
秋
に
な
る
と
子
実
の
外
皮
は
悪
臭
の
あ
る
肉
質
と
な
り
、
内
皮

は
堅
い
紡
垂
形
で
内
部
に
子
葉
を
ふ
く
む
、い
わ
ゆ
る
ギ
ン
ナ
ン
と
な
る
。

イ
チ
ョ
ウ
は
中
生
代
に
栄
え
た
樹
木
で
、
日
本
の
中
生
層
か
ら
も
化
石

と
し
て
出
土
す
る
が
、
絶
滅
し
て
日
本
に
自
生
地
は
な
い
。
従
っ
て
、
日

本
の
イ
チ
ョ
ウ
は
す
べ
て
渡
来
の
も
の
で
あ
る
。

原
産
は
中
国
奥
地
ら
し
く
、
浙せ
っ

江こ
う

省し
ょ
う

に
は
他
の
樹
木
に
ま
じ
っ
て
野

生
種
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
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高た
か

倉く
ら

山や
ま

古こ

生せ
い

層そ
う

指　

定　

昭
和
四
十
七
年
十
月
十
二
日

所
在
地　

い
わ
き
市
四
倉
町
玉
山
字
元
村

所
有
者　

個
人

古
生
代
二
畳
紀

高
倉
山
付
近
に
分
布
す
る
古
生
層
は
一
九
五
〇
年
に
、
こ
の
付
近
の
地

質
巡
検
中
の
市
民
が
、
古
生
代
に
生
息
し
て
い
た
腕
足
類
化
石
を
採
取
し

た
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
確
認
さ
れ
た
。

高
倉
山
付
近
の
古
生
層
は
高
倉
山
層
群
と
呼
ば
れ
、
下
部
よ
り
松
山
沢

層
、
入
石
蔵
層
、
元
村
層
、
柏
平
層
の
四
層
に
分
類
さ
れ
る
。
全
層
厚
は

お
よ
そ
二
、〇
〇
〇
ｍ
に
達
し
、
お
も
な
岩
層
は
黒
色
粘
板
岩
・
砂
岩
・

礫
岩
等
で
あ
り
、
三
葉
虫
・
サ
ン
ゴ
・
二
枚
貝
・
腕
足
類
・
ア
ン
モ
ナ
イ

ト
・
蘇
虫
類
・
有
孔
虫
・
植
物
等
の
化
石
を
産
出
す
る
。

こ
れ
ら
の
生
物
群
や
岩
質
か
ら
、
当
時
は
外
洋
に
面
し
た
か
な
り
広
い

静
か
な
内
湾
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
と
く
に
柏
平
層
よ
り
出
る

三
葉
虫
化
石
は
、
福
島
県
の
他
に
は
、
岩
手
県
な
ど
数
県
し
か
な
く
、
そ

の
保
存
状
況
の
良
好
な
点
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
第
一
級
の
も
の
で
あ

る
。
ま
た
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
類
の
ワ
ー
ゲ
ノ
セ
ラ
ス
な
ど
は
、
古
生
代
・
ベ

ル
ム
紀
中
期
の
代
表
的
化
石
で
、
国
際
的
基
準
に
な
っ
て
お
り
、
時
代
決

定
に
最
も
重
要
な
も
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
古
生
物
群
は
、
我
が
国
古
生
代
後
期
の
地
史
解
明

に
は
重
要
な
も
の
で
、そ
の
学
術
的
価
値
は
極
め
て
高
い
も
の
と
い
え
る
。

高
倉
山
古
生
層
を
最
初
に
確
認
し
た
の
は
、
昭
和
二
十
五
年
十
月
平
地

学
同
好
会
の
野
外
巡
検
の
際
に
、
高
倉
山
の
東
麓
の
Ｂ
沢
で
二
枚
貝
の
化

石
を
発
見
し
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
。
そ
の
後
の
昭
和
三
十
三
年
に
は
、
三

葉
虫
が
発
見
さ
れ
て
、
こ
れ
ら
が
学
会
に
報
告
さ
れ
認
め
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
さ
ら
に
高
倉
山
古
生
層
と
、
そ
れ
に
接
続
す
る
北
方
の
八
茎
鉱
山
周

辺
の
古
生
層
と
そ
の
地
史
的
・
構
造
的
な
関
係
が
解
明
さ
れ
た
。



260

市指定天然記念物

佐さ

麻ま

久く

峯み
ね

神じ
ん

社じ
ゃ

社し
ゃ

叢そ
う

暖だ
ん

地ち

植し
ょ
く

生せ
い

指　

定　

昭
和
五
十
一
年
五
月
二
十
七
日

所
在
地　

い
わ
き
市
平
中
山
字
宮
下

所
有
者　

佐
麻
久
峯
神
社

佐
麻
久
峯
神
社
の
森
は
、
典
型
的
な
社
寺
林
の
姿
を
残
し
、
近
隣
に
適

度
な
緑
地
を
提
供
し
て
い
る
。

暖
帯
性
植
物
群
落
に
あ
る
境
内
の
周
囲
は
、
お
も
に
常
緑
広
葉
樹
林
で

お
お
わ
れ
、
中
に
ま
じ
っ
て
落
葉
樹
や
植
栽
の
ス
ギ
の
大
木
が
あ
る
。
お

も
な
樹
種
は
ス
ダ
ジ
イ
・
ア
カ
ガ
シ
・
ウ
ラ
ジ
ロ
ガ
シ
・
ツ
ク
バ
ネ
ガ

シ
・
カ
ヤ
・
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
・
ヒ
イ
ラ
ギ
・
モ
チ
ノ
キ
・
ヒ
サ
カ
キ
等
の
常

緑
広
葉
樹
や
、
ケ
ヤ
キ
・
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
・
ア
カ
メ
ガ
シ
ワ
等
の
暖
地
系
落

葉
樹
、
ム
ラ
サ
キ
シ
キ
ブ
・
ガ
マ
ズ
ミ
・
ホ
オ
ノ
キ
・
ヌ
ル
デ
・
エ
ゴ
ノ

キ
・
カ
ス
ミ
ザ
ク
ラ
・
ス
ズ
タ
ケ
等
の
阿
武
隈
山
地
と
の
共
通
種
が
ま
じ

っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
植
物
か
ら
み
る
と
、
暖
帯
か
ら
温
帯
へ
移
行
し
は

じ
め
た
地
域
の
植
物
相
を
示
し
て
い
る
自
然
林
で
あ
る
と
い
え
る
。
植
物

社
会
学
的
に
は
、
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
ク
ラ
ス
の
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
・
ス
ダ
ジ
イ
群
集

に
属
し
、
ア
カ
ガ
シ
下
位
群
落
と
ウ
ラ
ジ
ロ
ガ
シ
下
位
群
落
を
含
む
ス
ダ

ジ
イ
・
ア
カ
ガ
シ
群
落
で
あ
る
。

ス
ギ
の
大
木
は
樹
高
二
二
・
六
ｍ
、
胸
高
幹
周
り
五
・
八
二
ｍ
で
遠
く

か
ら
見
え
る
古
木
で
古
い
枝
が
四
方
に
伸
び
て
い
る
が
、
近
年
太
枝
の
一

部
と
梢
の
枯
死
が
目
立
ち
樹
勢
衰
退
の
傾
向
に
あ
る
。

近
年
は
平
地
・
丘
陵
地
の
常
緑
広
葉
樹
林
が
次
第
に
姿
を
消
し
、
社
寺

林
・
崖
地
林
・
屋
敷
林
と
し
て
残
る
の
み
と
な
っ
た
。
佐
間
久
峯
神
社
の

森
は
、
過
去
の
平
地
の
自
然
植
生
の
名
残
り
で
あ
り
、
潜
在
自
然
植
生
を

推
定
す
る
手
が
か
り
に
な
る
。
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御ご

斎さ
い

所し
ょ

山や
ま

熊く
ま

野の

神じ
ん

社じ
ゃ

社し
ゃ

叢そ
う

指　

定　

昭
和
五
十
一
年
十
一
月
三
日

所
在
地　

い
わ
き
市
田
人
町
黒
田
字
斎
道

所
有
者　

熊
野
神
社

鮫
川
に
沿
っ
た
御
斎
所
峠
か
ら
南
に
見
え
る
急
傾
斜
の
自
然
林
が
、
御

斎
所
山
熊
野
神
社
の
社
叢
で
あ
る
。
一
見
落
葉
樹
林
の
よ
う
に
見
え
る

が
、
常
緑
広
葉
・
針
葉
樹
を
ま
じ
え
た
阿
武
隈
山
地
の
象
徴
的
な
森
林
で

あ
る
。

御
斎
所
山
は
硬
い
変
成
岩
の
山
で
、
風
化
が
進
ま
ず
土
壌
が
発
達
し
に

く
い
。
岩
塊
が
露
出
し
た
急
峻
地
に
は
松
林
が
成
立
し
、
下
層
に
根
が
浅

く
細
い
ツ
ツ
ジ
類
と
、
地
表
に
イ
ワ
ウ
チ
ワ
が
生
え
て
い
る
。
マ
ツ
は
ア

カ
マ
ツ
と
キ
タ
ゴ
ヨ
ウ
で
、
ツ
ツ
ジ
類
は
ト
ウ
ゴ
ク
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
・
ア

ブ
ラ
ツ
ツ
ジ
・
シ
ロ
ヤ
シ
オ
・
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
な
ど
で
あ
る
。

凹
地
部
は
土
壌
が
発
達
し
、
モ
ミ
・
イ
ヌ
ブ
ナ
・
カ
ヤ
・
ア
カ
シ
デ
・

ケ
ヤ
キ
等
の
高
木
が
生
え
て
お
り
、
そ
の
間
に
リ
ョ
ウ
ブ
・
ア
セ
ビ
・
イ

ロ
ハ
カ
エ
デ
・
ミ
ツ
デ
カ
エ
デ
・
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
・
ウ
ラ
ジ
ロ
ガ
シ
・
ア
カ

ガ
シ
・
ミ
ヤ
マ
シ
キ
ミ
等
が
生
育
し
、
モ
ミ
ラ
ン
・
カ
ヤ
ラ
ン
・
ヨ
ウ
ラ

ク
ラ
ン
・
ク
モ
ラ
ン
な
ど
の
着
生
ラ
ン
類
も
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
キ
タ
ゴ
ヨ
ウ
・
シ
ロ
ヤ
シ
オ
・
ミ
ツ
デ
カ
エ
デ
は
、
温
帯
性

の
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
・
ウ
ラ
ジ
ロ
ガ
シ
・
ア
カ
ガ
シ
・
モ
ミ
ラ
ン
・
カ
ヤ
ラ

ン
・
ヨ
ウ
ラ
ク
ラ
ン
・
ク
モ
ラ
ン
は
暖
帯
性
の
植
物
で
、
モ
ミ
・
イ
ヌ
ブ

ナ
・
ア
カ
シ
デ
は
両
気
候
帯
の
中
間
に
生
育
す
る
。

中
間
温
帯
植
生
は
年
間
気
温
較
差
が
大
き
い
東
日
本
ほ
ど
顕
著
で
、
阿

武
隈
山
地
で
は
山
麓
か
ら
中
腹
に
か
か
る
地
域
に
あ
た
り
、
い
わ
き
市
の

ほ
ぼ
中
央
を
北
東
か
ら
南
西
に
走
っ
て
い
る
。
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長ち
ょ
う

宗そ
う

寺じ

の
タ
ラ
ヨ
ウ

指　

定　

昭
和
五
十
二
年
五
月
四
日

所
在
地　

い
わ
き
市
常
磐
長
孫
町
八
幡
平

所
有
者　

長
宗
寺

本
樹
は
、
周
囲
を
丘
陵
に
囲
ま
れ
た
長
宗
寺
の
境
内
に
あ
る
常
緑
広
葉

樹
で
、樹
高
一
九
・
三
四
ｍ
、胸
高
幹
周
り
二
・
三
ｍ
、樹
冠
は
北
一
〇
ｍ
、

南
二
・
五
ｍ
、
東
六
・
三
ｍ
、
西
八
・
三
ｍ
に
ひ
ろ
が
っ
て
い
る
。
本
堂

に
か
か
る
枝
が
切
り
落
と
さ
れ
た
た
め
、本
来
の
姿
を
示
し
て
い
な
い
が
、

萌
芽
が
極
め
て
盛
ん
で
、
脇
枝
が
出
て
損
傷
を
修
復
し
て
い
る
。
脇
枝
は

直
角
に
曲
っ
て
一
年
に
三
〇
㎝
ほ
ど
伸
び
て
い
る
。
若
葉
は
大
き
く
、
長

さ
二
一
㎝
、幅
六
・
五
ｍ
ほ
ど
に
な
る
。
樹
幹
に
損
傷
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

樹
勢
も
盛
ん
で
雌
株
で
あ
る
た
め
果
実
を
た
く
さ
ん
付
け
る
。
種
子
が
発

芽
し
な
い
の
は
、
寒
冷
す
ぎ
る
環
境
の
た
め
と
思
わ
れ
る
。

タ
ラ
ヨ
ウ
は
、
日
本
南
部
か
ら
中
国
南
部
に
分
布
す
る
暖
地
性
の
植
物

で
、
日
本
で
の
自
生
地
は
静
岡
県
以
西
に
あ
る
。
本
樹
は
暖
地
か
ら
の
植

栽
で
、
い
わ
き
市
が
比
較
的
温
暖
な
気
候
で
あ
る
た
め
に
育
っ
た
も
の
で

あ
る
。

つ
ま
よ
う
じ
で
字
を
書
く
と
黒
く
跡
が
残
る
た
め
、
昔
、
イ
ン
ド
で
経

典
の
書
写
に
ヤ
シ
科
の
多
羅
樹
の
葉
を
用
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
和
名
が

つ
け
ら
れ
た
。
本
樹
が
植
栽
さ
れ
た
背
景
に
は
、
仏
教
的
要
素
が
働
い
て

い
た
か
も
し
れ
な
い
。

タ
ラ
ヨ
ウ（
モ
チ
ノ
キ
科
）

常
緑
広
葉
樹
の
高
木
で
、
高
さ
一
〇
～
一
二
ｍ
、
周
囲
一
～
二
ｍ
に
な

る
。
樹
皮
は
灰
黒
色
で
若
枝
は
太
く
緑
色
、
雌
雄
異
株
。
四
、五
月
に
前

年
枝
の
葉
の
付
け
根
に
集
ま
っ
て
黄
緑
色
の
花
が
付
く
。
果
実
は
秋
、
赤

く
熟
し
種
子
は
四
個
あ
る
。
陰
樹
で
耐
陰
性
が
強
く
、や
や
湿
地
を
好
む
。

い
わ
き
市
内
に
少
数
で
あ
る
が
植
栽
さ
れ
て
い
る
。
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上う
わ

平だ
い
ら

の
ナ
ギ

指　

定　

昭
和
五
十
二
年
五
月
四
日

所
在
地　

い
わ
き
市
小
川
町
上
平
字
熊
ノ
前

所
有
者　

個
人

本
樹
は
、
二ふ
た

箭つ
や

山さ
ん

山
麓
に
広
が
る
丘
陵
地
帯
の
小
高
い
丘
を
背
に
し
た

旧
熊
野
神
社
境
内
跡
地
に
立
つ
樹
木
で
、
植
栽
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

成
木
一
本
の
み
で
、
樹
高
一
三
・
一
ｍ
、
胸
高
幹
周
り
一
・
二
ｍ
、
樹

皮
は
褐
色
で
な
め
ら
か
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
鱗り
ん

片ぺ
ん

状
に
は
が
れ
て
い
る
。
枝

は
密
生
し
て
互
い
に
交
叉
し
、
葉
は
平
行
脈
で
幅
広
い
。

上
平
地
内
は
北
側
が
丘
陵
に
な
っ
て
い
て
、
急
な
崖
地
を
背
負
っ
て
広

が
る
自
然
環
境
に
な
っ
て
い
る
。
本
樹
の
立
つ
西
と
東
側
は
崖
に
な
り
、

南
へ
突
き
出
て
い
る
た
め
冬
の
季
節
風
が
ほ
と
ん
ど
入
ら
ず
、
崖
の
間
か

ら
水
が
湧
き
出
て
、
湿
度
が
高
く
暖
か
い
。
本
樹
の
西
隣
に
熊
野
神
社
が

あ
り
、
こ
の
神
社
を
創
建
し
た
上
平
清
賢
が
、
紀
州
熊
野
よ
り
植
栽
し
た

と
の
伝
承
が
あ
り
、
境
内
は
シ
イ
・
カ
シ
を
主
と
す
る
常
緑
広
葉
樹
林
に

な
っ
て
い
る
。

ナ
ギ
は
元
来
、
暖
帯
か
ら
亜
熱
帯
に
自
生
す
る
樹
木
で
、
日
本
で
は
八

丈
島
・
紀
伊
半
島
南
端
・
山
口
県
・
四
国
・
九
州
・
沖
縄
等
、
年
平
均
気

温
一
六
℃
、
平
均
降
水
量
一
、
五
〇
〇
㎜
以
上
の
地
域
に
自
生
し
て
い
る
。

ち
な
み
に
小
名
浜
は
平
均
気
温
一
二
・
六
℃
、
平
均
降
水
量
一
、
三
九
八

㎜
で
あ
る
。
本
樹
に
種
子
が
で
き
な
い
の
は
、
寒
冷
過
ぎ
る
た
め
と
思
わ

れ
る
。ナ

ギ（
マ
キ
科
）

常
緑
の
高
木
で
一
五
～
二
〇
ｍ
に
な
る
。
葉
は
革
質
で
対
生
、
形
は
卵

形
ま
た
は
楕
円
状
で
先
が
と
が
る
。
長
さ
は
四
～
六
㎝
、
幅
一
・
五
㎝
、

平
行
脈
で
中
央
脈
は
な
い
。
葉
は
舟
底
形
に
曲
る
。
雌
雄
異
株
で
、
雄
花

は
前
年
の
枝
の
葉
の
付
け
根
に
数
個
付
き
、
雌
花
は
一
個
付
く
。
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石い
し

森も
り

山や
ま

海か
い

底て
い

火か

山ざ
ん

岩が
ん

塊か
い

指　

定　

昭
和
五
十
二
年
十
一
月
一
日

所
在
地　

い
わ
き
市
平
四
ツ
波
字
石
森

所
有
者　

い
わ
き
市

い
ま
か
ら
お
よ
そ
二
千
万
年
前
の
新
生
代
・
第
三
紀
・
中
新
世
の
時
代

は
火
山
活
動
が
激
し
く
、
現
在
の
日
本
列
島
の
大
部
分
は
海
水
面
下
に
没

し
、
東
北
日
本
で
は
北
上
山
地
や
阿
武
隈
山
地
が
、
そ
れ
ぞ
れ
孤
島
に
な

っ
て
い
た
時
代
で
あ
る
。

石
森
山
海
底
火
山
の
活
動
時
期
は
、
新
第
三
紀
層
・
中
新
世
の
海
成
層

の
亀
ノ
尾
頁け
つ

岩が
ん

層そ
う

が
堆
積
し
た
後
に
活
動
が
は
じ
ま
り
、
次
の
時
代
の
堆

積
物
で
あ
る
平
層
が
で
き
あ
が
る
こ
ろ
ま
で
、
数
回
の
海
底
火
山
活
動
が

行
わ
れ
た
こ
と
が
観
察
さ
れ
る
。
石
森
山
頂
に
至
る
登
山
道
は
カ
ー
ブ
が

多
い
が
、
山
頂
に
向
か
っ
て
右
側
に
露
出（
一
部
セ
メ
ン
ト
で
被
覆
）す
る
岩

層
が
、
亀
ノ
尾
頁
岩
層
と
呼
ば
れ
る
深
海
性
堆
積
物
で
、
岩
棲
二
枚
貝
化

石
が
多
く
産
出
す
る
。
こ
の
地
層
は
山
頂
近
く
ま
で
分
布
し
て
い
る
が
、

石
森
山
の
火
山
砕さ
い

屑せ
つ

岩
の
ピ
ー
ク
は
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
岩
層
を
つ
き
破
っ

た
よ
う
な
形
状
で
突
出
し
て
い
る
。

現
在
の
石
森
山
頂
の
西
縁
に
分
布
し
て
い
る
白
水
層
・
湯
長
谷
層
群

が
、
ほ
ぼ
同
心
円
状
に
ゆ
る
く
湾
曲
を
な
し
て
分
布
し
て
い
る
の
も
、
石

森
山
火
山
活
動
の
影
響
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。噴
出
地
点
は
、

当
時
の
海
岸
線
よ
り
あ
ま
り
遠
方
で
な
い
浅
海
底
と
思
わ
れ
る
。
石
森
山

頂
や
絹
谷
富
士
に
は
、
直
径
数
一
〇
ｍ
に
お
よ
ぶ
巨
大
な
火
山
岩
塊
が
屹き
つ

立り
つ

し
て
お
り
、
こ
れ
を
遠
ざ
か
る
に
従
い
、
安
山
岩
質
凝
灰
角
礫れ
き

岩が
ん

や
集

塊
岩
質
砂
岩
が
多
く
な
る
堆
積
環
境
か
ら
、
噴
出
源
地
は
石
森
山
頂
、
絹

谷
富
士
の
ピ
ー
ク
を
連
ね
た
線
の
付
近
に
あ
っ
た
と
考
え
る
。

石
森
山
頂
、
絹
谷
富
士
山
頂
に
分
布
す
る
こ
れ
ら
巨
大
な
火
山
砕
屑
岩

が
、
天
空
に
そ
び
え
立
つ
姿
は
ま
こ
と
に
雄
大
な
も
の
で
あ
る
。
新
第
三

紀
層
・
中
世
期
の
日
本
列
島
の
激
し
い
火
山
活
動
の
名
残
が
、
い
わ
き
の

大
地
の
中
心
部
に
あ
り
、こ
れ
は
後
世
に
残
す
べ
き
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
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大お
お

平だ
い
ら

熊く
ま

野の

神じ
ん

社じ
ゃ

の
ム
ク
ロ
ジ
・
サ
カ
キ
群ぐ
ん

指　

定　

昭
和
五
十
二
年
十
一
月
一
日

所
在
地　

い
わ
き
市
遠
野
町
大
平
字
物
見
岡

所
有
者　

熊
野
神
社

南
に
開
い
た
斜
面
の
小
高
い
丘
陵
の
中
腹
に
、
熊
野
神
社
の
森
が
あ
っ

て
、
拝
殿
前
に
ム
ク
ロ
ジ
と
サ
カ
キ
の
大
木
が
並
ん
で
い
る
。
両
樹
共
に

植
栽
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ム
ク
ロ
ジ
の
樹
高
は
約
一
六
ｍ
、
胸
高
幹
周
り
は
二
・
一
六
ｍ
で
樹
勢

は
盛
ん
で
あ
る
。
樹
冠
の
一
部
が
枯
れ
て
い
る
が
、
萌ほ
う

芽が

が
盛
ん
で
脇
枝

が
伸
び
て
い
る
。
境
内
に
は
こ
の
樹
木
以
外
に
、
胸
高
直
径
一
〇
㎝
・

二
〇
㎝
・
二
二
㎝
の
三
本
の
若
木
が
あ
り
、い
ず
れ
も
実
生
個
体
で
あ
る
。

ム
ク
ロ
ジ
の
分
布
の
中
心
は
、
中
国
南
部
・
イ
ン
ド
シ
ナ
・
ミ
ャ
ン
マ

ー
・
イ
ン
ド
等
の
暖
帯
亜
熱
帯
で
、
日
本
で
の
自
生
北
限
は
、
茨
城
県
ま

で
確
か
め
ら
れ
て
い
た
。福
島
県
か
ら
北
に
は
自
生
地
は
な
い
こ
と
か
ら
、

大
平
熊
野
神
社
の
実
生
ム
ク
ロ
ジ
は
自
生
の
北
限
に
近
い
も
の
と
思
わ
れ

る
。サ

カ
キ
の
樹
高
は
九
・
六
ｍ
、
胸
高
幹
周
り
は
一
・
三
ｍ
で
、
樹
勢
は

盛
ん
で
あ
る
。
日
本
で
の
分
布
は
福
島
県
以
西
で
、
い
わ
き
で
は
ヒ
サ
カ

キ
を
サ
カ
キ
と
呼
ん
で
い
る
。
サ
カ
キ
の
葉
に
は
鋸
歯
が
な
く
、
枝
の
先

端
の
芽
が
薙な
ぎ

刀な
た

状
に
な
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
稚
樹
は
な
い
。

ム
ク
ロ
ジ（
ム
ク
ロ
ジ
科
）

落
葉
高
木
で
樹
皮
は
黄
褐
色
で
な
め
ら
か
、
外
皮
は
厚
く
剥
片
と
な
っ

て
は
げ
落
ち
る
。
葉
は
互
生
、
奇
数
の
羽
状
複
葉
で
小
葉
は
三
枚
か
ら

一
二
枚
。
雌
雄
同
株
で
異
花
。
果
実
は
球
状
で
黒
い
種
子
を
つ
く
る
。
こ

の
種
子
は
羽
根
つ
き
の
追
羽
根
の
玉
に
な
る
。上
高
久
に
植
栽
木
が
あ
る
。

サ
カ
キ（
ツ
バ
キ
科
）

常
緑
広
葉
樹
で
高
木
に
な
る
。樹
皮
は
緑
紫
褐
色
で
な
め
ら
か
で
あ
る
。

花
は
白
く
初
夏
に
咲
き
果
実
は
黒
く
熟
す
る
。
上
釜
戸
諏
訪
神
社
境
内
に

実
生
株
が
あ
る
。
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差さ
い

塩そ

湿し
つ

原げ
ん

指　

定　

昭
和
六
十
一
年
三
月
二
十
八
日

所
在
地　

い
わ
き
市
三
和
町
差
塩
字
東
作

所
有
者　

い
わ
き
市

差
塩
湿
原
は
、
阿
武
隈
山
地
の
海
抜
五
〇
〇
ｍ
の
高
地
に
あ
る
低
層
湿

原
で
あ
る
。
湿
原
の
成
立
過
程
は
、
新
生
代
第
四
紀
更
新
世（
洪
積
世
）最

終
氷
期
の
、
寒
冷
期
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
。

周
囲
の
山
か
ら
流
れ
こ
ん
だ
土
砂
が
谷
を
埋
め
て
平
原
化
し
、
停
滞
し

た
川
の
流
れ
が
沼
と
な
り
、
沼
の
水
は
、
深
い
森
林
を
流
れ
る
間
に
弱
酸

性
化
す
る
と
同
時
に
太
陽
の
輻
射
熱
を
う
ば
わ
れ
て
低
温
と
な
り
、
水
辺

の
植
物
は
枯
れ
て
も
腐
敗
分
解
す
る
こ
と
な
く
堆
積
促
進
し
、
泥
炭
層
を

発
達
さ
せ
る
。

泥
炭
層
と
土
壌
は
常
に
過
分
の
水
を
含
ん
で
い
る
の
で
森
林
化
す
る
こ

と
が
な
く
、
低
温
過
湿
に
適
し
た
植
物
群
が
繁
茂
す
る
好
条
件
を
つ
く
っ

た
。こ

の
湿
原
は
現
在
、
大
部
分
は
農
地
と
宅
地
と
な
り
、
上
流
部
に
太
古

の
姿
を
残
し
、
湿
原
特
有
の
植
物
群
を
保
存
し
て
い
る
。
植
物
学
上
貴
重

な
存
在
で
あ
る
。

湿
原
の
植
物
は
ヨ
シ
、
ミ
ツ
ガ
シ
ワ
、
ク
サ
レ
ダ
マ
、
ホ
ソ
バ
ヨ
ツ
バ

ム
グ
ラ
、
ミ
ズ
ド
ク
サ
、
ウ
メ
バ
チ
ソ
ウ
、
ヤ
ノ
ネ
グ
サ
、
マ
ア
ザ
ミ
サ

ギ
ソ
ウ
、
モ
ウ
セ
ン
ゴ
ケ
、
サ
ギ
ス
ゲ
、
マ
ツ
バ
ス
ゲ
、
ヌ
マ
ガ
ヤ
、
カ

サ
ス
ゲ
、
そ
の
他
で
、
温
帯
夏
緑
林
域
の
湿
原
植
物
で
あ
る
。

こ
の
中
で
ミ
ツ
ガ
シ
ワ
、
ミ
ズ
ド
ク
サ
、
サ
ギ
ス
ゲ
、
ウ
メ
バ
チ
ソ
ウ

は
更
新
世
最
終
氷
期
の
遺
存
植
物
で
、
差
塩
地
区
が
寒
冷
気
候
の
時
代
を

す
ご
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
の
上
、
縄
文
海
進
の
温
暖
時
代
に
多
く

の
氷
期
遺
存
植
物
が
絶
滅
し
た
中
で
、
温
暖
環
境
に
適
応
し
て
今
日
の
隔

離
分
布
を
す
る
に
至
っ
た
の
は
、
近
年
ま
で
周
囲
が
深
い
森
林
で
覆
わ
れ

絶
え
ず
冷
水
が
供
給
さ
れ
続
け
て
い
た
こ
と
の
証
拠
で
も
あ
る
。
特
に
、

五
月
の
ミ
ツ
ガ
シ
ワ
開
花
期
の
景
観
は
す
ば
ら
し
い
。




